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第 1章まえがき
癌研究における動物腫蕩の役割は大きく，本邦l乙
おいて主なるものは吉田肉腫，武田肉腫，弘前肉
腫，臼淵肉腫， 各腹水肝癌， WT肉腫， ヒノン癌，
果糖肉腫等が挙げられ，乙れら移植癌をもって生化
学，免疫学的研究に使用され，特に癌化学療法にお
いて制癌剤の発見とその ScreeningTest において 
多くの移植癌を必要とする。杉浦， Stock，(1952) 
等が指摘した如く，多くの種類の性質の異った移植
癌lζ試みねばならない。今日本邦においてはマウス 
の移植癌は比較的少し研究者はもっと多くの種類 
の移植癌を作る必要があると考えられる。マウスに
おける自然発生癌は比較的多くみられるが，その移
植化はむずかしく長期間の累代移植民成功している
のは少い。千葉大学医学部佐藤教援はマウス自然発
生癌の移植化を試み， 1956年より今日まで2系の移
植癌を作ることに成功した。著者は 2系の可移植性
マウス癌を佐藤癌 1号， 2号と呼称し，これらの移
植民関する成績を報告する。
第2章原発腫蕩について
A. 原発腫蕩から移植化への経過 
佐藤癌 1号，原発腫療は当教室において繁殖して
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いる埼玉産雑系マウスに偶発したものである。原発
マウスは雌性，体重29g，腫蕩発生部位は左背腰
部から左乳房を含む腹部にわたる胡桃大の腫癌であ
る。 1956年5月に発見，直に手術的K摘出移植を行
い陽性化されたものである。
佐藤癌2号，原発腫療は 1号と同じく埼玉産雑系
マウスに偶発したもので，原発マウスは雌性，体重
23g，腫第発生部位は右前肢宮部から胸部にわたる
桜桃大の腫癌で乳房を含んでいる。 1957年 1月に
発見，直ちに手術的K摘出移植を行い陽性化され
7こ。
B. 解剖所見
佐藤癌 1号，原発マウスの腫癌部の皮膚切開する
に，腫湯は塊状を呈した左背腰部から左腹膜壁I乙達
し，腹腔とは無関係である。摘出腫蕩の外見は半球
形で表面はやや分葉を推定させる塊状，暗赤色， リ
ンパ節様硬度を呈す。切面上では軟く脆弱であり髄
様灰白色である。腫療の中心部は壊死を来たし貰白
色に軟化一部液化している。各臓器には移転はみら
れない。
佐藤癌2号，腫癌部の皮膚切開するに腫療は右前
服宮部から右胸膜壁に達していて胸腔とは無関係で 
1ある。摘出腫蕩の外見は球形，桜桃大を呈し，外見
は暗赤色を呈し，比較的硬く，切面上は髄様灰白色
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であり，腫蕩中心部には壊死はみられない。各臓器 
には転移はみられない。
c. 病理組織学的所見
佐藤癌 1号，原発腫療は多くない間費によって胞
巣状に分たれている実質細胞巣を示し，乙の細胞は
ヘマトキシリンlとよく染まる大きな円形乃至楕円形
の核を有し，やや大小不向性を有し，粗綱状で頼粒
がみられる。間質に接する部分l乙細胞が多く，一連
をなす傾向がある。原形質はあまり多くなく，多細
胞なためその境界に分明を欠く， ミトーゼの像は処
々にみられる。また部分的に管腔形成をなすのがみ
ちれ，銀染色ではストローマの区割がよくみられ
る。腫療の一部にはネクローゼの部分がみられる。
以上のような所見から単純癌と見られる。
佐藤癌2号，原発腫蕩は 1号の組織像と近似して
おり，比較的胞巣状lζ分れている実質細胞巣を間質 
によって包囲されているが，間質?こる結合織線維は
厚くその走行は不規則である。実質細胞は円形乃至
楕円形でへマトキシリン1ζ濃染する。実質細胞巣内
に散在性に腺構造を形成している。また腫蕩周辺部
の一部には管腔を作っているのがみられる。以上の
ような所見から単純癌と腺癌の中間形をなす組織像
を示す。
第3章累代移植実験
佐藤癌 1号は 1956年6月から 1959年7月まで累
代移植 45代に達している。 2号は 1957年 1月から 
1959年7月まで累代移植 24代に達している。 
A. 移植方法
移植民用いた腫蕩は陽性後 10~20 日前後の発育
速かな壊死巣のない新鮮な腫蕩組織を手術的に摘出
し， ζ れを生理的食塩水中lζ鋲で細片し腫蕩粥と
し，氷で冷却しながら移植針(佐藤式移植針，直径 
. 	2mmのトロカー)で，小豆大の種苗をマウスの背
部皮下l乙移植した。 
B. 使用動物および飼育管理法
累代移植初期は発生動物系統の集団交配によるマ
ウスの 8~12g のものを使用， その後は主として 
d，d 系マウス生後 4~5 週間自のものを使用，性
は選ばず，飼育法は 30x 20 x 10cmの木製飼育箱
を使用，一箱iζ平均 10匹宛飼育し，飼料は小麦， 
トウモロコシ， ソパ，魚粉等の混合物を与え，野
莱，水を充分に与えた。またたえず敷藁の交換を行
い疾患予防につとめた。
c. 移植成績の判定法
移植後一定の潜伏期間を経て腫蕩の発育を認め， 
大豆大に増大し明らかに指触し得るものを陽性とし
?こ。腫蕩増大によって死亡に至ったものを腫蕩死と
判定，腫蕩増大後累代移植民使用したもの，種々の
実験に使用したもの，屠殺したもの，または事故死
等は腫蕩途中死と判定，腫湯増大後吸収を来Tこした
ものを自然吸収とし，移植後腫療の発育の認められ
ないものを陰性とした。潜伏期間は移植後明らかに
腫湯発育を認められた日までを表しTこ。腫療の大き
さは腫蕩を皮膚上からノギスをもって縦径，横径を
言十った数で表した。陽性率は陽性数を移植数で除し
た数で表わし，腫蕩死率は腫蕩死数を陽性数で除し
た数で表わし，自然、吸収率は自然吸収数を陽性数で
除した数で表わした。
D. 累代移植成績
佐藤癌 1号， 45世代にわたる累代移植成績を 4区
分K大別して比較検討した。
第1. 表佐藤癌 1号の累代移植成績
|第工期!第四|第E期(第百期| 計
129876 269 342 611移 植 数 
185 91834 256 443陽 性 数 
8 82 120 361151臨蕩死 
15 72 93 415235臆蕩途中死 
31 18211 43 97自然吸収 
84 86 38042 168陰 性 数 
68%陽性率 45% 75% 73% 71% 
44% 34% 39%24% 47%腫蕩死率 
20%32% 17% 22%自然吸収率 17% 
i) 第工期累代移植成績(初代 ~5 代)
原発腫蕩の移植化を計った時期で極めて不安定な
移植成績を示した。各代において陽性率は低く a ま
たバラツキがあり一定の傾向がない。各代とも潜伏
期間長く 3~4週間をへて腫蕩発育を認める。移植
腫湯の発育は緩慢で示指頭大に達するに陽性後 3~
4週間前後を要した。また自然吸収数も多く，総体 
的に移植化に困難を来Tこした時期である。陽性率45
%，腫湯死率24%，自然吸収率 32%を示した。
i) 第E期累代移植成績 (6~ 15代)
この時期に至って各代は平均されて移植成績は安
定してきた。腫蕩移植後 5~.10 日で腫蕩発育が認
められ，累代移植初期に比較して潜伏期間は短縮さ
れて来た。しかし少数例は潜伏期間 3~4 週間を示
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すのがある。鹿蕩発育速度も比較的急速になり，陽
性率も漸次高くなり，また自然吸収率も低くなって
来た。陽性率68%，腫窮死率44%，自然吸収率17 
%を示す。 
ii) 第E期累代移植成績 (16--25代) 
乙の期間は累代移植過程中最も陽性率が高く 75%
を示す。しかし本腫蕩の発生動物系の埼玉産雑系マ
ウスの各累代移植時の動物群別や繁殖場所Kよって
も移植性にバラツキがみられる。ある世代には100
%の陽性率を示すことがある。腫蕩死率47%，自
然吸収率 17%を示す。 
iv) 第百期累代移植成績 (26--45代)
陽性率73%，腫蕩死率 34%で第 E期l乙比較して
陽性率はやや低くなって来た。また自然、吸収率は高
くなり 22%を示した。 27代---30代にわたって移
植腫蕩の組菌感染による膿湯形成がみられた。
v) 全期間の累代移植成績
移植数 1298匹，陽性数918匹，腫蕩死数361匹， 
腫蕩途中死数 415匹， 自然吸収数 182匹，陰性数
380匹， 陽性率71%，腫窮死率39%， 自然吸収率
20%である
佐藤癌2号， 1957年 1月腫蕩の原発腫蕩から移植
化されてから 1959年 7月まで 2年7カ月にわたる
24世代の累代移植成績を 2区分に大別して比較検
討した。
表 2. 佐藤癌 2号の累代移植成績
同1期|第 E 期|
613276 337移 植 数 
185 307122陽 性 数 
8628 58腫窮死 
12150 71腫湯途中死 
10044 56自然吸収 
306154 152陰 性 数 
44% 55% ，50%陽性率 
27%23% 31%腫蕩死率 
33%36% 30%自然、吸収率 
i) 第 1期累代移植成績(初代 --10代〉
原発腫蕩の移植化を計った初期では 1号よりも困
難を表した不安定の成績を示す。初代 ~5 代にわた
つては潜伏期間 3~5 週間後に陽性化された。 6--
8代になって漸次潜伏期間が短縮されて移植後2週 
間前後にて腫蕩発育が認められるようになった。陽
性率は 44%を示し， 陽性後の発育は極めて緩慢で
あり，陽性後3週間前後にて桜桃大に達する。腫蕩
死率23%，陽性後の自然吸収数も多く自然吸収率
36%を示す。
i) 第 E期累代移植成績 (11代 --24代) 
10代以降においては比較的安定した移植性を示
すようになった。陽性率も第 1期に比較して高く 55
%を示すようになった。しかし動物繁殖個所の異な
るものに陽性率0%の場合もある。潜伏期間も短縮
され移植後 1--2週間前後で腫蕩発育を認めるよう
になった。また陽t性後の腫蕩発育も第 1期I乙比して
急速になって来た。しかし個々の発育速度にはかな
りのバラツキがみられる。腫蕩死率31%，自然吸収
率 30%を示した。 
ii) 全期間の累代移植成績
総移植数 613匹， 陽性数307匹，腫療数86匹，
腫蕩途中死数 121匹，自然吸収数 100匹，陽性率50 
予{J，腫蕩死率 27%，自然、吸収率33%を示す。
E. 移植腫蕩の発育経過
佐藤癌 1号"通常移植後5日---2週間の潜伏期間 
をへて大豆大に発育する。その後の発育は極めて急 
速な増大を示すものと緩慢な増大を示すものがある
が，増殖性の高いものは陽性後 2週間前後Iζて示指
頭大~栂指頭大に達する。腫蕩発育は圧排性に増殖 
増大する。形態は小さな時は球形，楕円形であるが
増大するに及びて塊状を呈し，大小結節状をなす。
腫療の硬度は一般に軟く，時により極めて柔軟なも
の，強力性のあるもの，硬固なものを認める。少数
の例外を除いてはほとんど転移は来たさなL¥。通常
腫蕩発育急速なものは陽性後 2---4週間前後に腫爆
死を来7こすが，時として 2ヵ月以上生存するのがみ
られ，また陽性後自然吸収を来たすのがみられる。
乙の場合は腫蕩が大豆大に発育した時期に多く現わ
れる。移植腫療を摘出するに周囲組織との境界は明
瞭で初期においては皮膚および基底組織とは軽く癒
着，軽度な移動性を持つ。腫湯の増大とともに周囲
組織との癒看は強くなり，皮膚に強く癒着し，その
部分は脱毛し光沢を帯びてくる。終iζは壊死を来た
し廊皮を形成し，潰蕩を形成してくるのがある。摘 
出腫虜表面は薄い結合織膜に被包されている。割面
は灰白微紅色を呈し随様性である。腫蕩は増大する
にしたがって腫蕩中心部氏壌死を形成，次第 K軟
化，黄色の液状物になるのがみられる。通常陽性後 
10日--2週間で腫蕩中心部氏壊死巣形成がみられ
る。組織所見は腫蕩周辺部の白色髄様部の外側の被
膜l乙接する部分は，乙まかな癌巣の排列が密になり
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円形乃至楕円形の細胞が密接に配列され，よくヘマ
トキシリンK濃染される。腫蕩中心部は壊死巣を呈
し，核の変性，濃縮，崩壊がみられエオヂンに濃染
される。
移植後腫蕩の極めて緩慢な発育をたどるものは，
一般的に潜伏期間も比較的長く，その発育経過は当
初緩慢でも急速に増大し腫湯死を来たすのもある 
が，陽性後4週間前後lとて示指頭大~揖指頭大lとな
るのがある。緩慢な発育を示すものには自然吸収数
も多く，陽性群中 20%I乙自然吸収現象がみられる。
自然吸収現象を呈した腫療の肉眼的所見は強靭で透 
徹性なく周囲組織と癒着している。組織所見は，腫
蕩周囲部の結合織線維の増殖盛んで線維化され，腫
蕩組織を包囲し，かつ癌巣間質の結合織線維も厚く
なり癌巣は縮少され，実質細胞の変性，濃縮，喪失
がみられる。累代移植過程中の本腫蕩の組織像の変 
化はみとめられなかったが，原発腫蕩像lとみられた
ほどの管腔形成は少くなって来た。
佐藤癌 2 号，通常移植後 10 日 ~2 週間の潜伏期
間後陽性化される。時として 1ヵ月以上潜伏期聞を
要するものがみられる。 1号と比してその発育は極
めて緩慢である。陽性後2週間前後で小指頭大l乙達
し，揖指頭大に達するに 4~5 週間前後を要する。
腫蕩発育は圧排性に増殖増大する。形態は球形，楕
円形の塊状を呈し，腫蕩の硬度は一般に硬く，強靭
性である。通常腫蕩発育が示指頭大~栂指頭大l乙達
して動物は腫蕩死を来たすが，比較的多くの例に栂
指頭大lと達して発育停止状態になり，そのまま数週
間--2ヵ月以上生存することがある。まにそれら腫
蕩は潰療を形成し，腫虜組織全部が脱落するものが
ある。そして脱落部位は姉皮を皇し，治癒する例が
みられる。発育急速な場合の組織所見は，腫蕩の灰
白色髄様部は発育旺盛の部で多くは腫蕩塊周辺にあ
る。周辺部の被膜lζ接する部は癌巣が密接に配列
し，円形乃至楕円形をなす細胞が密に存在し核はへ
マトキシリンlζ濃染する。また腫蕩組織周辺の癌巣
には管腔形成がみられる。本腫療には自然吸収例は
多く，示指頭大に発育後突然的l乙吸収する場合があ
る。自然吸収を呈した腫蕩細胞は変性壊死を来?こし
癌巣内lζ結合織線維が不規則に進入，実質細胞と置
換され，乾酪化する。本腫療の累代移植過程中にお
いて原発腫蕩からの組織像の変化は，原発腫虜にお 
いては腺構造を部分的に形成していたが次第に腺構
造はなくなり，わずか腫蕩組織周辺部にこまかな管 
腔形成がみられるようになった。、
第 4章移植腫壊と被移植動物との
相関々係
累代移植過程中における移植成績はたえず変動を
来たしているのがみられる。この点から移植成績は
影景する諸条件を次のような実験から検討した。
A. 移植腫霧側からの観察
移植用腫蕩種苗が移植成績はおよぼす影響とし
て，一つは腫蕩種苗の量的な観点，一つは腫蕩種苗
を採取する時期の観点からである。
i) 移植種苗の量からみた実験成績
佐藤癌 1号， 2 号の移植陽性後 10~20 日前後の
発育旺盛な腫療を選び，生理的食塩水中で鋲で細片
し直径 2mmの移植針中に腫湯細片を採取し， d，d 
系マウス生後4週間目のものの背郎皮下に 1針分，
3針分， 5針分を移植したが，その移植成績には有
意の差は認められなかった。しかし移植量の増加は
わずか潜伏期間の短縮がみられると思われた。 
i) 移植種苗採取時期からみた実験成績
佐藤癌 1号， 2号の陽性後 10 ~20 日前後の発育
旺盛なものと，陽性後 1ヵ月前後の壊死巣多い腫湯
組織の周囲部を採取し， d， d系マウス生後4週間
目の背部皮下K移植したが，何れの腫蕩とも発育初
期の方が陽性率が高い。また潜伏期間も短く腫蕩発
育速度も急速である。壊死巣多い腫蕩組織の移植に
はしばしば細菌感染による膿蕩を生ずることがあ
る。
B. 被移植動物側からの観察
被移植動物の移植成績に影響する条件として，動
物系統，動物年令，性等から実験した。 
i) 動物系統
佐藤癌 1号， 2号とも実験に供された動物系統は
椎橋商庖購入の d，d系， 日本実験動物研究所の 
S，M 系，伝研繁殖による C57BLj6系である。何
れも生後4週間前後のものを使用，移植方法は腫湯
発育匝盛のものを細片し，無菌的操作の下にマウス
背部皮下に移植して次のような成績を得た。 
i) 動物年令
実験に供されたマウスは当教積において繁殖仔養
した d，d系にマウスで，その繁殖管理は発育速度の
平均化に留意し，実験使用時には体重の比較的平均
したものを選んだ。動物年令は 1号は 20日， 40日，
60日であり， 2号は 30日， 50日， 70日である。移
植方法は発育旺盛な腫蕩を細片し無菌的操作の下に
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表 3. 佐藤癌 1号， 2号の動物系統別移植成績
佐藤癌 2 号腫 湯
。。

動 物 系 統 d，d l's. M IC57Blj6 d，d S. M IC57Blj 
1030 1220 10 20移 植 数 
9 819 15 9 16陽 性 数 
814 4 57腫 蕩 死 。 1。1 21腫蕩途 中死 
25 54 7自 然 吸 収 
5---12 8--1610---26 14---22 13--19 15--20潜伏期間(日) 
25x20 25x20 30x30腫虜最大大きさ (mm) 20x20 30x20 30x30 
5 3 21 1 4陰 性 数 
63% 90% 75% 80%75% 80%陽 性 率 
74% 100%腫 露 死 率 47% 44% 56%69% 
21% 47% 22%自 然 吸 収率 56% 45% 0% 
表 4. 佐藤癌 1号， 2号の動物年令別移植成績
腫
蕩 佐藤癌 1 号 佐藤癌 2 号
生後日数 I20 日 40 日 60 日 30 日 50 日 70 日 
移陽
腫
数数死
17 21 20 19 14 15 
14 21 20 17 I 9 12
植性信腕
8 5 6 15 4 3 
腫蕩途中死 3 8 7 o 2 2 
性
自然吸収 3 8 
潜伏期間(日〉 6--11 9--20 
腫蕩最大大きさ (mm)1 25X20 I15x10 
陰 数 3 0 
陽性率I 82% 100% 
腫蕩死率 I 57% 24% 
自然吸収率 I 21% 38% 
マウス背部皮下K移植した。 
ii) 性 
累代移植成績を性別にその移植成績を検討したが
有意の差は認められない。
第 5章生物学的性状 
佐藤癌 1号， 2号の生物学的性状の検索として次
のような実験を行った。 
A. 乾燥に対する抵抗試験
腫療の発育旺盛部を採り， 2---3mm立方大の細
片とし，無菌的にシャレー内に容れ，硫酸乾燥器内
で，乾燥を行った。この際腫蕩細片は可及的乾燥の
7 2 3 7 
13--25 7---12 I10--19 13--30 
卜15x15 I 25x20 I 15x15 I 15x10 
0 2 5 3 
100% 89% 64% 80% 

qO% 88% 44% 25% 

35% 12% 33% 58~合

平等，完全，迅速を期した一定時間後乙れを取り出
し，生理的食塩水中で湿潤軟化し背部皮下に移植し
た。実験成績は乾燥時間 3時間， 6時間， 12時間，
24時間のものをマウス 10匹宛移植したが各れも陰
性に終った。 
B. 漉過試験
腫蕩組織を細片し， 10倍量の生理的食塩水を加え遠
心分離器 8000回転 20分間行い，その上澄液をシャ
ンベラン L2で浦過し，i慮過液をマウス 10匹化各
々0.2cc背部皮下K注入したが全て陰性K経った。 
c. i東結融解試験
腫蕩組織の発育旺盛部を採り細片し，バイエJレ瓶
中に封じ， 電気超低温装置で→790C中K 1時間凍
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結させ，再びこれ・を 37CCK 15分間温め融解，この
方法を 5回繰返し， 8000回転 30分間遠心分離を行
い，その上澄液および沈澱をマウス背部に 0.5cc注
入したが腫蕩発育は認められなかった。 
D. ;東結乾燥試験
腫蕩組織の発育旺盛部を採取し，これを 5x5mm
立方大K細片し，細片腫蕩の 5か宛を凍結乾燥用
1 cc容積のガラス管に投じ， ドライアイス浴アJレ 
コー Jレ中で冷却し，約 5時間凍結乾燥を行い，乾燥
の終了を確めてから乙れを封じ，ー200C R.保存，
24時間， 3日間， 10日間後これを取りだし，生理
もつ単純癌であることから乳癌と考へられ右。
累代移植成績について A
佐藤癌 1号， 2号の累代移植成績を検討するに各
世代とも一様の成績でなく多くのバラツキがみられ
る。 1号の累代移植成績を検討するに 45世代まで
を 4 期比分けて考察すると，第工期(初代~5 代);
陽性率45%，腫蕩死率24%，自然吸収率 32%，第 
E 期 (6~ 15代)，陽住率 68%，腫蕩死率 44%，白
然吸収率 17%，第 E期 (19--25代)，陽性率 75%，
腫湯死率 47%，自然吸収率 17%，第百期 (26~45 
代)，陽性率 73%，腫蕩死率 34%， 自然吸収率 22
的食塩水で融解後移植したが全て陰性に終った。%，全期間の成績は陽性率71%，臆蕩死率 39%，
第 6章総括および者察
Hanauが 1888年にネズミの扇平上皮癌の移植に
成功して以来多くの動物癌の移植実験が試みられ，
Loeb (1901)，Jensen (1903)等は移植癌をもつ
て癌研究の方法として組織だった研究を行った。当
時マウス移植癌の代表的なものは Carcinoma63， 
自然吸収率20%を示す。各4期間の移植成績を比
較すると陽性率，腫蕩死率，自然吸収率ともにパラ 
ツキがみられ，かつ叉各世代聞においても平均され
ないことがある。すなわちある世代では全例腫蕩死 
を来たし，また全例陰性に終ることがある。一般的
には累代移植初期においては陽性率，腫虜死率低
く，反対応自然、吸収率は高く，その移植性は極めて 
(1907)，Sarcoma 37 (1906)，Sarcoma 180 (1914)， 不安定である。 しかし累代移植第 II，1II期以降に 
Ehrlich Carcinoma (1932)等があり今日まで使わ
れている。本邦においてもいくつかの移植癌は作ら
れたが第2次大戦にて株の断絶を来たした。戦後再
び移植癌の研究は活i壌になり，代表的なものとして
吉田肉腫，ヒノン癌，果糖肉腫等が挙げられる。ま
た欧米においては MaudSlye，Whitman，Lilie 
等により動物腫蕩の遺伝学的研究が進められ，純系
動物および癌好発系動物を作ることに成功したとと
もに多くの移植癌が提供されてきた。したがって今
日においては移植癌を作ること自体には重要な意義
はないが，その移植癌を材料としての癌研究は益々
盛んになることと思われる。 1952年，杉浦， Stock 
等が癌スペクトラムの言葉をもって指摘しているよ
うに癌研究の目的によっては性格の異にする種々な
移植癌をもつことが必要である。 1956年佐藤によ
ってマウス自然発生にする 2系の移植癌を得たこと
は種々なる癌研究に役立つものと考えられる。
原発腫療について
各動物のうちでもマウスは最も自然発生癌の多く
みられるものであり，その発生率は 1~2% といわ
れる。そしてその多くは乳癌である。佐藤癌 1号， 
2号は埼玉産雑系マウス雌性に発生し，原発部位は 
1号は左背腰部より腹部にわたる腫癌であり， 2号
は右前服宮部より腹部にわたる腫療でi共lζ腫癌部
に乳房を含んでいること，また組織像は腺癌構造を
なると安定した移植成績を示してくる。このような
移植性の変化は移植腫蕩の被移植動物への何らかの
適合性が出来てくるものと考えられる。乙の事は遺
伝免疫学的に何らかの示唆を与えると思われる。腫
蕩発育経過は累代移植初期においては極めて潜伏期
聞は長く， 3~4 週間を経て腫湯発育Jを認め，発育
曲線は極めて緩慢な曲線を描く。陽性後 3，..4週間
前後において示指頭大K発育するが，世代を経る化
したがって潜伏期間も短縮され， 5日--2週間前後
で腫湯発育を認め，陽性後 2--3週間にて示指頭大
~栂指頭大i乙達する。通常陽性後 4.-..5週間自民多
くは腫蕩死を来たすが，少数の例においては 2カ月
以上生存するのがみられる。
佐藤癌2号においては第工期(初代--10代)の
陽性率44%，腫蕩死率23%，自然、吸収率 36%を示
し， 1号と比較して陽性率はほぼ同率である。第 E
期 (11--24代〉は陽性率55%，腫蕩死率 31%，自
然吸収率 30%を示し，第工期l乙比較してわずか陽
性率は高くなったが， 1号と比較して陽性率は低
い。全期間の累代移植所績は陽性率 50%，腫蕩死率 
27%， 自然吸収率 33%を示す。腫蕩の発育経過は
累代移植初期においては極めて潜伏期間長く 3--5
週間後K陽性化される。陽性の発育は極めて緩慢で
あり，陽性後3週間前後で桜桃大l乙達する。 10代以
降における発育経過は潜伏期間は短縮され，移植後
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1~2 週間前後で腫蕩発育を認めるようになった。
発育速度も急速になって来た。陽性後2~3 週間に
て示指頭大~栂指頭大K達する。陽性例中の少数は
陽性後 3カ月以上生存するのがみられる。また腫蕩
組織が潰蕩を生じ脱落し，その部位は痴皮を呈し，
治癒するのがみられる。
移植腫蕩と被移植動物との相関々係

移植成績に影響する諸条件を実験検討した。
 
1) 移植腫蕩側からの観察として移植種首の量的
な観点および移植種苗を採取する時期の観点から検
討するに，発育旺盛な腫湯組織を細片し， 直径2 
mmのトロカーで 1倍量， 3倍量， 5倍量と移植し
たが，その移植性には有意の差はみられなかった。
移植腫蕩採取時期を陽性後 10~20 日前後の発育旺
盛な腫蕩組織を採取したものと，陽性後 1カ月前後
の壊死巣多い腫虜組織を採取して移植したもので
ははるかに初期のものの方が陽性率は高く，発育速
度も急速である。被移植動物からの観察として動
物系統，動物年令，性等から考察するに，動物系統
は d，d系， S，M 系， C57BL/6系による移植性を
みたが， 佐藤癌 1号においては， d， d系の陽性率 
63%， 腫蕩死率 74%， 自然吸収率 21%，s，M 系
は陽性率 75%，腫窮死率 47%， 自然吸収率 47%， 
C5oBL/6系は陽性率 90%，腫蕩死率 44%，自然吸
収率 56%を示し，各系統においてその移植成績は
かなりの差がある。 d，d系の移植成績は本腫蕩の
累代移植成績に近似している。 β.M系， C57BL/6 
系は陽性率は高いが，自然吸収率も高いことは興味
がある。佐藤癌2号は d，d系陽性率 80%，腫湯死
率 69%，自然吸収率 45%，S. M 系陽性率 75%，腫
蕩死率 56%， 自然、吸収率 22%， C57BL/6系陽性率
80%，腫湯死率 100%，自然吸収率0%を示し，各
系統とも陽性率は近似しているが，自然吸収率広大
差がある。動物年令による移植成績をみるに佐藤癌 
1号は生後 20日陽性率 82%，腫湯死率 57%，自然
吸収率 21%，40日陽性率 100%，腫湯死率 24%，自
然吸収率 38%，60日陽性率 100%，腫湯死率 30%，
自然吸収率 35%を示し， 各年令とも陽性率は 82% 
~100% を示すが， 年令増加とともに自然、吸収率が
高くなる。しかも潜伏期間も長くなり，腫蕩発育も
極めて緩慢と.なる。佐藤癌 2号においては，生後 30
日陽性率 89%，腫蕩死率 88%，自然吸収率 12%，50
日陽性率 64%，腫蕩死率 44%，自然吸収率 33%，70
日陽性率 80%，腫湯死率25%，自然吸収率 58%を
示し，各年令聞においてその移植性に大差がみられ
る。すなわち年令増加とともに腫湯死率が低くな
り，自然吸収率が高くなるのがみられる。動物の性
によってはその移植性に有意の差はみられなかっ
た。以上のような実験成績を検討するIC.，移植成績
に影響する条件は腫蕩種苗の採取時期即ち腫蕩組織
の新鮮さと動物系統および動物年令によるものであ
る。
生物学的性状
佐癌号 1号の生物学的性状の検索として，乾燥に
対する抵抗試験，鴻過試験，凍結融解試験，凍結乾
燥試験等を行ったが，いずれも陰性成績に終った。
これらの成績から佐藤癌 1号， 2号の腫蕩組織にビ
ールスを証明することは出来なかった。
本邦において移植化されたマウス癌は少く，その
移植成績についての報告が少ない。近藤(1950)は
滝沢癌の累代移植成績は陽性率76%，腫窮死率 39
%と報告している。また移植成績に影響する条件
として，移植用腫蕩種苗の量的なものは影響ないが
その採取時期によって移植率は変る。また被移植動
物系統によっても移植性は異り埼玉産雑系マ'ウスに
最も感受性高く，スイス系，ドイツ系純系は不感受
性であると報告し，まにマウス体重別移植成績から
幼若動物程陽性率，腫窮死率が高いといっている。
乙れらの成績は佐藤癌 1号， 2号との成績にも同様
のζとがいえる。伊藤，岸沢 (1952)は雑系マウス
乳癌の累代移植民成功し， その移植率は 45%で，
2~3週間で米粒大に達し 4週間前後で小豆から小
指頭大に達するが，移植代数が重なるに従い発育は
迅くなってきたと報告している。乙の乳癌は腺癌像
を示し，その陽性マウスはかなり長期間生存し (100
日以上)，雄雌別の移植率は異り雌 57.5%，雄 30% 
で，雌において約2倍の陽性率を示し，組織学的に
雌においては，腺形成著明，雄氏おいては少いと報
告している。著者はこの点は明らかにじなかった
が，彼は一般に雌において世代を重ねるに従い，癌
組織は明瞭な腺腔形成は初代K比し少くなり，大小
を示す細胞が腺腔を作るが如き排列を示す傾向にな
り，蜂宮構造は多くの場合著明であると述べてい
る。佐藤癌 2号の原発腫蕩は多くの腺構造を持って
いるが，世代を重ねるにしたがって明らかな腺構造
はなくなり，わずかな管腔形成を示すようになって
来た。また時として部分的に腺構造を示す時もあ
り，次第に単純癌像に変ってきた。このように累代
により組織像は変ってくるものと思われる。石原 
(1953)はマウス自然発生癌 MYMouse Sarcoma， 
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MY Mouse Carcinomaをもって， その移植性を
観察するに， 陽性率は MYMouse Sarcoma 48，5 
%， MY Mouse Carcinoma 65，05%を示し移植性
に影響する条件は，動物系統によって移植率K明ら
かに差がみられ，その腫療の発生した系統l乙最も高
い感受性を示す。性別による移植率には有意の差は
ない。動物の生長その他の生理的要因の変化に伴っ
て宿主の感受性K変化がみられ， MY mouse Car圃 
cinoma においては生後 30日以内，体重 10g以下
が最も移植率がよく，それ以後は著しい低下を見
る。また移植率と組織的構造の関係において腺様構
造の如く分化度の高い細胞配列を示す腫蕩にあって
は一般に移植性が悪く，充実性配列を示す腫蕩にお
いては発育増殖がよく一般に移植が良好であると述
べている。佐藤癌 2号においてはその組織像がやや
腺様構造を示しており，佐藤癌 1号に比較して移植
率の低いことは石原の見解をうなずかしめる。
第 7章結 論 
1956年以降千葉大学医学部佐藤教授は埼玉産雑
系マウス自然発生癌2系の累代移植民成功した。著
者はこれら佐藤癌 1号， 2号の移植を種々な点から
追求したのでその成績を報告する。 
1， 佐藤癌 1号は埼玉産雑系マウスの雌に偶発，
左背腰部皮下より乳房を含む左腹膜に達する胡桃大
の腫癌である。佐藤癌2号は 1号と同一系マウスに
偶発，右前肢宮部より胸膜lζ達する桜桃大の腫癌で
ある。 
2. 摘出腫蕩は 1号の外形は胡桃大の半球形で表
面はやや分葉状を呈し，暗赤色を呈し， リンパ節様
硬度，切面上は脆弱，髄様灰白色を呈している。 2
号の外形は桜桃大の球形をなし，外見は暗赤色を呈
し，比較的硬く切面上は髄様灰白色である。 
3. 病理組織学的所見は 1号は単純癌像を示し， 
2号は単純癌像と腺癌像の中間形である。 
慢であり，陽性後4週間前後に示指頭大~栂示頭大 
lζ達し，陽性後 5~6 週間前後 l乙腫湯死を来たす。 
6， 移植腫療と被移植動物との相関々係，移植成
績に影響する条件は動物系統が最も顕著な影響をあ
たへる。すなわち佐藤癌 1号においては陽性率 d， 
d系 63%，S. M 系 75%，C57BLj6系 90%を示し， 
2号においては陽性率 d，d系 80%，S.M系 75%， 
C57BLj6系 80%を示し， 各系統により陽性率，腫
蕩死率，自然吸収率が異り，動物系統により感受性
が異る。次に動物年令はより移植性は影響され，動
物年令幼若なもの程，陽性率，腫湯死率高く，自然
吸収率は低い。その他腫疹種苗採取時期が移植性を
左右する。 
7， 生物学的性状
佐藤癌 1号， 2号の生物学的性状の検索として，乾
燥に対する低抗試験， i慮過試験，凍結融解試験，凍
結乾燥試験等を行ったが，いずれも陰性に終った。
したがってとれら腫蕩にピーJレスを証明することは
出来なかった。
筆をおくに当り，本研究を命ぜられ，かつ指
導助言を賜わった佐藤伊吉教授に深厚なる謝意
を表する。また本研究には終始御協力いただい
た山口博士および医局員各位に感謝致します。
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佐藤癌 1号の原発マウス

第 3図

佐藤癌1号の原発腫療組織像
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第 2図

佐藤癌 1号の原発腫蕩組織像
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佐藤癌 1号の原発腫湯組織像
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第 5図 第 6図
佐藤癌 1号の 35世代の組織像 佐藤癌 1号の 35世代の組織像
H，E染色 x150 銀染色 x75 
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第 7図 第 8図
佐藤癌2号の原発マウス 佐藤癌2号の原発腫蕩組織像 
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第 9図 第 10図
佐藤癌2号の原発腫湯組織像 佐藤癌2号の原発腫蕩組織像 
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第 11図 第 12図

佐藤癌2号の 20世代の組織像 佐藤癌2号の 20世代の組織像
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